
鮭の稚魚の放流が行われました。 

平成２７年３月１０日(火) 

日野川河川事務所 

 平成２７年３月１０日（火）八幡橋上流の日野川にて、約１０年前から日野川水系漁業協同組合主催による
鮭の稚魚放流が行われ、米子市立春日保育園の子ども達32人が参加しました。 
 朝から雪が降る中の放流でしたが、園児たちは楽しそうに「大きくなって帰ってきてね」と声をかけながら
放流していました。 
 いつもは放流後に「日野川鮭鍋」の試食をするそうですが、今回は園の給食で食べてもらったそうです。 

 平成２７年３月１０日（火）八幡橋上流の日野川にて、日野川水系漁業協同組合主催による鮭の稚魚放流が
行われ、米子市立春日保育園の子ども達32人が参加しました。 
 このイベントは約１０年前から行われており、今年は朝から雪が降る中の放流でしたが、園児たちは楽しそ
うに「大きくなって帰ってきてね」と声をかけながら放流していました。 
 いつもは放流後に「日野川鮭鍋」の試食をするそうですが、今回は園の給食で食べてもらったそうです。 

昨年11月に特別採捕し、 
採卵・ふ化させた鮭の稚魚

13万尾（体長5～6㎝程度）
を放流しました。 

今年はたくさん 
帰ってきてくれたよ～ 

クリック！ 

11月27日の新着 
情報に鮭の遡上の 
記事を掲載して 
います。 

http://www.cgr.mlit.go.jp/hinogawa/2014/141120sakesojou.pdf

